
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 11 回 理事会  

日 時 平成 30 年 3 月 8 日 19：40～21：35 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、賀村 肇、山下潤一郎、 

重松康志、永木照彦、西本加奈、志岐浩二、大石勝規、小柳 傑、浦川純二 

監事：柿田謙三、平野英三 

学会関係：奈良崎博一、飯野朋彦 

事務局：坂井孝行、仲宗根歩 

書記：大月雅之、狩浦圭介 

２．理事会議題と決定事項 

１）審議事項 
（１）平成 30 年度 長崎県理学療法士協会 事業予算について 

   拡大理事会での報告から増額となった事業がある。地域密着プロジェクト、オリンピック・パラリンピ

ックの 2 点。また三役及び組織運営委員会の中で九州の PT・OT 合同学会が 40 周年で終了となることか

ら当会からも出席するという話が出ており、そのための予算。また釜山で 10 月に行われる MOU 締結 5 周

年の式典に伴う予算も追加している。また、全国一斉プロジェクトについては 28 万円くらいの予算が出て

いる。これらが増額となっている。介護予防推進キャンペーンの平成 30 年度予算額が 150,000 となってい

るが、425,000 に変更となる。協会補助金の 1,701,300 が 1,704,800 となる。会費収入を計算したところ少

し減って 15,036,000 となる。当期収入合計が 18,336,851 となる。九州ブロック拠出金 619,500 が

614,400 になる。会員数減少による変更。予備費 469,051 が 78,451 に変更となる。正味財産収支予算書に

ついて、まず正会員受取会費 15,155,000 が 15,036,000 に変更。経常収益計 18,457,551 が 18,336,851 に

なる。事業費計 11,492,000 が 11,767,000 に変更。管理費 6,794,551 が 6,398,851 に変更。これらを計算し

たところ、公益目的事業比率が 64%となる。前回 62%だったが、地域密着プロジェクトなどの事業増加

や、管理費の役員行動が増加したことでの変化となる。本理事会で議決した内容は、公認会計士からの指

導、微調整がかかる可能性がある。審議の結果、予算案の内容と調整後の審議を三役に委ねること、以上 2

点について提案通り可決された。 

（２）平成 30年度 長崎県理学療法士協会 事業計画について 

事業計画の変更点について。スポーツ大会を開催し県民の健康意識を増進する事業について、ソフトボ

ールとバスケットボールは例年通り開催。理学療法啓発事業の理学療法フェスティバル in 島原、in 県央が

決まっている。JPTA 全国一斉開催イベントが 7 月 15 日に決定した。第 30 回長崎県理学療法学術大会が

平成 31 年 1 月 19 日に決まった。理学療法士をはじめ県民ならびに関連職種に広報する事業の広報誌

(NPTA ニュース)とあるが、(ぴーかんてらす)に変更。ぴーかんてらすが平成 30 年 9 月と平成 31 年 1 月に

発刊される。表彰審査委員会が平成 30 年秋の叙勲及び褒章受章候補者の推薦、協会賞推薦、各表彰規約の

まとめと情報開示等を行うことになった。審議の結果、「PT・OT・ST 合同訪問リハビリ研修会」を

「PT・OT・ST 合同研修会」への名称変更を加え提案通り可決された。 

（３）定時総会会場について 
   6 月 10 日に開催予定の定時総会会場について、以前候補に挙げていた道ノ尾病院みちのおホールは研修

会と重なり使用できなくなった。長崎市民会館(アマランス)と長崎商工会議所(第 1・2 会議室)の 2 箇所か
ら決定してもらいたい。審議の結果、アマランスで開催する方向で決定した。 

（４）会費未納者に対する電話連絡について 
   会費未納者への電話連絡について、昨年は度理事の協力で同時期と比較して未納者数は減少傾向にあ

る。未納者と電話担当の名簿を配布しているので、今年も協力してほしい。併せて、前納制が始まるので
未納者には 2 年～3 年分の請求がいっている。納入がない場合、4 月から会員権利停止と 7 月には退会とな
る。審議の結果、今年も電話連絡を行うことで可決された。 

（５）オリンピック・パラリンピックに対するスポーツ理学療法事業について 
   前回の拡大理事会でも報告したが、JPTA の推進するオリンピック・パラリンピックに対するスポーツ理



学療法事業について、まず予算を決める必要がある。研修会を 2 回行いたい。11 月と 1 月に 3 時間程度予
定している。講師、運営担当者はスポーツ理学療法の運営担当者と推進協力者から選ぶことになる。予算
を 298,000 円上げている。次に、担当者と協力者について、担当者を大石氏とし、協力者を 12 名リストア
ップしている。審議の結果、提案通り可決された。 

（６）臨時理事会の開催について 
   田中先生の九州ラウンドについて、日程を 4 月 23 日にお願いした。内容は士会、連盟の幹部役員に対し

て田中先生から今後のことを説明いただくものになると思う。時間は夕方以降になりそう。塩塚会長と相
談したところ、臨時の理事会という形をとってはどうかと提案があった。審議の結果、提案通り可決され
た。 

（７）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 
今回は地域包括ケア 4 名、介護予防 2 名で計 6 名の申請があった。福田氏は導入研修が未となっている

が、修了されているとの情報が入ったので訂正をお願いする。6 名とも順序立ててクリアできている。審議
の結果、提案通り可決された。 

（８）新入会員承認について 
   入会０名、退会３名。審議の結果、提案通り可決された。 
２）報告事項 
（１）第 29 回 長崎県理学療法学術大会 in 時津 結果報告について 

参加者の内訳について、会員は長崎市 232 名、県北 80 名、県央 38 名、島原・離島 29 名、県外 1 名と
なっている。島原・離島について、ランタン祭りと重なりホテルが取れないことも参加者減につながった
と思う。今後は日程も検討する必要がある。収支について、支出が 150 万円前後、収入が 798,000 円。
100 演題を目標としたが、結果 68 演題だった。キャパシティを考えると丁度よかったが、演題募集期間
が差し迫っていたこともあり、回収を早めに設定する必要もあるかと思う。また、ポスター発表を久しぶ
りに行い、自由討議としたが発表によってムラがあった。目玉として、県民公開講座の方で内村周子氏に
来ていただいたが、広報期間が短すぎた。また、時津・長与の小中学校、教育委員会にも打診が遅れたこ
ともあり、小中学生や親の参加につながらなかった。韓国との国際交流について、早くから調整していた
つもりだったが、学会側と県士会側の役割分担が曖昧だったことなど課題が残った。 

（２）NPTA 事務員の雇用について 
 事務職員の楠かおり氏が 3 月 31 日をもって退職することになった。それに伴い、補充事務職員を募集
し、今回新たに宅島裕子氏とパートタイマーでの雇用契約を結んだ。事務職員の田川さんに合わせて火曜
日と金曜日に来てもらう。二人で業務を共有し、効率よく事務作業してもらいたい。 

（３）法人の運営組織及び事業活動の状況に関する立ち入り検査について 
 県の医療政策課から公文書が届いた。3 年に 1 回の定時監査になる。3 月 23 日 9:30 から 17:00 まで北
病院で行われる。書類については事務局で準備する。立ち合いは三役が同席する。会長不在となるが、副
会長が 3 名同席する。 

（４）平成 29年度都道府県県士会理事育成研修会参加報告について 
 平成 30 年 2 月 24 日～25 日に東京で開催された。講演やオムニバスセミナー、グループディスカッシ
ョンなどの形式で行われた。研修のスライドをホームページ内、理事会専用ページ「役員配布資料」に貼
りつけているので、閲覧も可能。内容は管理者ネットワークや支部活動について、研修会の在り方、事業
収益、啓発活動についてなど。JPTA としては 30 代～40 代を育成したいという意図があったと思うが、
初年度だったからか、事務局長や副会長が参加している県も多かった。次年度以降も行われる予定。 

（５）長崎市第一選挙区支部代表幹事就任の件について 

 2 月 22 日、富岡先生の秘書さんより、第一選挙区支部の役員になっていただきたいと依頼があった。三

役の先生にご相談し、塩塚会長が就任することになった。以上であった。 

（６）総務部 副部長の交代について 
総務部の副部長について、業務の分担を考え、現在の虹が丘病院所属、仲宗根歩氏から長与病院所属、大
月雅之氏に変更。 

３）その他 
（１）役員改選について 

役員の立候補があったが、定員 15 名のところ 8 名だった。選挙管理委員会からの報告で、大山氏、重松

氏、永木氏、小泉氏、小無田氏、浦川氏、大石氏、志岐氏が立候補された。以上 8 名を理事会から推薦するこ

とを報告する。また新しく入っていただく方について三役で相談したので報告し、次回の理事会で正式な理事

会推薦としたい。井手氏、山下氏、池田氏、飯野氏、笹原氏、小柳氏、田中氏を考えている。連盟や臨床実習

のこと、若返りなども考えての人選。監事については、引き続き柿田氏、平野氏、大木田氏を考えている。 

 


